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1.はじめに 

 鋼材を圧延する際若干ではあるが異方性を生じる．音響異方性を有する鋼板溶接部の品質管

理に超音波探傷試験を適用する場合，探傷方向により音速が異なるといった現象がおこる．音

速が異なる現象が溶接欠陥を見逃したり，欠陥位置を正確に推定できなくなるという問題を引

き起こす可能性がある 1) 2)． 

 日本工業規格では異方性を圧延(L)方向と圧延直角(C)方向の音速比で規定している．音速の

差が 2%より高い場合，その鋼板は音響異方性を考慮しなければならない材料と述べられている． 

 既往の研究によると，薄板は厚板より高い音響異方性を持つ傾向がある．厚さ 20mm 以下の鋼

板であると強い音響異方性を持ち，厚さ 50mm 以上の鋼板であると音響異方性は弱くなる 3)． 

 本研究で扱う 3 種類の鋼板はそれぞれ 38mm，40mm，50mm で両者の異方性の度合いは実験より

4.6%，0.32%，0.17%となり，38mm は音響異方性を考慮しなければならないという結果になった．

しかし，JIS 方式では音速は鋼板の板厚方向に沿った平均化された値であるため，L 方向と C

方向の音速比 VL 及び VC の非均質の配置について言及されておらず，測定された異方性は板厚

方向の平均値を示す．鋼は製造過程によって表面と板厚中心付近の異方性は異なり，その音響

異方性を有する要因としては圧延方向に沿ってのびた表面付近の結晶に影響される． 

 鋼はタイプによって構成が変化するので非常に複雑な微細構造をしている．本研究では鋼板

板厚方向に沿った微構造の変化と LZ・CZ の両面の組織の相違を検討する． 

 
2.異方性材料と等方性材料(厚板(t50)を含む)の観察結果 

 Fig1～3 に 3 種類（t38，t40，t50）のそれぞれの観察結果を示す． 

 左側を LZ 面，右側を CZ 面とする． 
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Fig1 異方性材料 (t38)の観察結果  Fig2 等方性材料 (t40)の観察結果  Fig3 等方性材料 (t50)の観察結果  
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3.実験結果と考察 

 Fig4 及び Fig5 にアスペクト比，Fig6

及び Fig7 にパーライト間隔を示す． 

 アスペクト比について，全体的に表

面部で大きく中心部で小さいことから

圧延が表面に表れているということに

なる．面（LZ・CZ）に注目し異方性と

等方性で考えると，値が大きい順番に

上げると異方性 LZ，異方性 CZ，等方性

LZ，等方性 CZ となる．これより，各々

の材料は CZ 面の方が圧延影響が小さ

いことがわかる．また，例外的に等方

性材料 CZ 面では異方性 LZ,CZ，等方性

LZ と比較すると変化構造が異なる不

規則なグラフになった．これは面が CZ

であるための結果であると考えられる． 

 Fig6 及び Fig7 に示すようにパーラ

イトの間隔についてはアスペクト比と

は関係が正反対となった．また，本デ

ータからも CZ 面のみが関係が不成立

となるグラフになった．そして異方性 

LZ,CZ 等方性 LZ と比較するとその面のみが大きな数値となっている．これは材料が等方性でか

つ面が CZ であるための結果と考え，圧延影響がほとんど存在しない証のためである． 

4.結論 

 等方性材料（厚板）CZ 面のアスペクト比は増減関係が不安定で板厚方向に沿ってほぼ同値な

数値を記録している．厚板であるためアスペクト比は小さいが，厚さが増すと CZ 面はいずれ一

直線のグラフになるのではと考える．そしてその鋼板は圧延の影響が全くないことを意味する． 

 フェライト粒子の大きさも求めたが，厚板の等方性の結果から，さらに厚さを増せば極端に

粒子の大きさは小さくなりいずれ両面（LZ・CZ）が同値関係を有することになると考えられる． 

同様に厚板のパーライト間隔を見ると，CZ 面では通常の等方性と比べさらに広い間隔となっ

ている．これは，材料が等方性であること，CZ 面であること，そして扱った材料が本研究で用

いた中で最も厚い鋼材であること，これらが要因と思われる．従って，厚板の等方性材料の結

果からもパーライト間隔が確実に圧延影響の判断材料になることが明らかになった．また，厚

板よりさらに厚板になると CZ 面はパーライト間隔が広くなり圧延影響がなく，直線的なグラフ

になることも明らかである．逆に，本研究で用いた異方性材料より厚さが薄い異方性材料であ

れば，LZ 面の方が CZ 面よりその値が大きいという関係を維持し続けると考えられる． 

 つまり，音速が異なる現象により異方性が生じる要因としては結晶に影響されることとなり， 

異方性と等方性のカテゴリーの分岐点の一つに「パーライト間隔」が上げられるということが

本研究より明らかになった． 
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Fig4 アスペクト比（LZ：異方性 ,等方性 ,等方性（厚板））  

Fig5 アスペクト比（CZ：異方性 ,等方性 ,等方性（厚板））
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Fig6 パーライト間隔（LZ：異方性 ,等方性 ,等方性（厚板））

Fig7 パーライト間隔（CZ：異方性 ,等方性 ,等方性（厚板））
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